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７
2009（平成21）年

■役場広報マンが
  アメリカに行ってきました Ｐ２
■長寿医療 Ｐ４
■大山崎町出前講座をご利用ください Ｐ６
■学生演奏者と小さな灯り作品を募集 Ｐ７

今月の主な内容

お
母
さ
ん
と
一
緒
が

い
ち
ば
ん
楽
し
い
！

６
月
12
日
金
、
第
19
回
「
母
と
子
の
集
い
」
が
、
大

山
崎
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
・
こ
ど
も
未
来
部
会

の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
保
健
セ

ン
タ
ー
に
は
30
組
以
上
の
母
子
が
集
ま
り
、
リ
ズ
ム

体
操
や
わ
ら
べ
歌
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
幸
せ
い

っ
ぱ
い
の
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
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役
場
広
報
マ
ン
が

ア
メ
リ
カ
に

行
っ
て
き
ま
し
た

本
誌
の
編
集
・
発
行
を
担
当
す
る
総
務
課
秘
書
広
報
係
の

上
田
が
、国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の
主
催
す
る
Ｇ
Ｓ
Ｅ（
グ

ル
ー
プ
・
ス
タ
デ
ィ
・
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
。
４
月
18
日
か
ら
５
月
23
日
ま
で
の
約
５
週
間
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ウ
エ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
を
訪
問
し

ま
し
た
。
現
地
で
は
、
地
元
の
市
役
所
や
町
役
場
の
広
報

関
連
部
署
、
新
聞
社
な
ど
を
視
察
し
た
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
文
化
の
違
い
を
肌
で
体
感
！　

そ
の
一
部
を
写
真
と
と

も
に
紹
介
し
ま
す
。　

な
お
、
8
月
27
日
木
に
開
催
す
る
大
山
崎
町
国
際
理
解
講

座
（
第
2
回
）
で
、
詳
し
い
お
話
を
す
る
予
定
で
す
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ウ
エ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
州
。州
都
は
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
。

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
、
オ
ハ
イ
オ
州
、
ケ
ン
タ
ッ

キ
ー
州
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
と

隣
接
し
、
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
中
に
位
置
す
る
。

南
北
戦
争
を
機
に
、
奴
隷
制
度
に
反
対
し
て
バ
ー

ジ
ニ
ア
州
か
ら
独
立
。
人
口
の
約
95
％
を
白
人
が

占
め
る
。

大
山
崎
町
国
際
理
解
講
座

外
国
の
お
話
を
聞
い
て
み
よ
う

　

海
外
に
長
期
間
滞
在
し
、
活
動
さ
れ
た
実
績
を
持

つ
方
を
講
師
に
招
き
、
現
地
で
の
体
験
談
や
日
本
と

の
文
化
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま

す
。

定
員
＝
各
回
と
も
30
人
（
先
着
順
）

申
込
締
切
＝
各
回
と
も
開
催
前
日
の
午
後
５
時

問
・
申
込
＝
総
務
課
秘
書
広
報
係

 

　

☎
９
５
６
─２
１
０
１
（
内
３
１
２
）

と
き
＝
８
月
20
日
木
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
本
館
２
階
講
座
室

講
師
＝  

溝
内 

克よ
し
ゆ
き之

さ
ん
（
元
青
年
海
外
協
力
隊
員
）

タ
ン
ザ
ニ
ア
連
合
共
和
国

首
都
は
ド
ド
マ
。中
央
ア
フ
リ
カ
の
東
部
に
位
置
し
、

ケ
ニ
ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
ル
ワ
ン
ダ
、
ブ
ル
ン
ジ
、
ザ

ン
ビ
ア
、
マ
ラ
ウ
ィ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
と
隣
接
し
、

ま
た
イ
ン
ド
洋
に
面
す
る
。
公
用
語
は
ス
ワ
ヒ
リ
語

と
英
語
、
国
語
は
ス
ワ
ヒ
リ
語
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
輸

出
産
業
が
盛
ん
。

と
き
＝
８
月
27
日
木
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
本
館
２
階
講
座
室

講
師
＝
上
田 

崇
博
（
元
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
Ｇ

Ｓ
Ｅ
派
遣
団
員
。
町
職
員
）

第
2
回
　   

ア
メ
リ
カ
・
ウ
エ
ス
ト
バ
ー

ジ
ニ
ア
っ
て
こ
ん
な
と
こ
！

第
1
回
　
タ
ン
ザ
ニ
ア
と
日
本
と
の
関
係
　

 

─

日
常
に
ア
フ
リ
カ（
仮
） 

─

8/20•27

①

②

③

④

⑤

⑥
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写
真
解
説　

①
大
阪
国
際
空
港
を
出
発
し
て
か
ら
ほ
ぼ
丸
一
日
、

ウ
エ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
モ
ー
ガ
ン
タ
ウ
ン
の
空

港
に
到
着
。
出
迎
え
て
く
れ
た
現
地
の
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
の
方
と
。　

②
パ
ー
カ
ス
バ
ー
グ
市
の

市
役
所
視
察
を
兼
ね
て
、
市
長
を
表
敬
訪
問
。
真

鍋
町
長
か
ら
託
さ
れ
た
直
筆
の
絵
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
渡
し
す
る
と
、「
い
つ
で
も
来
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
大
き
な
鍵
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。　

③
同
じ
く
、
パ
ー
カ
ス
バ

ー
グ
市
に
て
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
別
宅
の
広

大
な
敷
地
内
を
、
バ
ギ
ー
で
ド
ラ
イ
ブ
。　

④
州

都
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
の
州
庁
舎
内
に
は
、
州
の
最

高
裁
判
所
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
多
く
の
自

治
体
で
も
同
様
に
、
庁
舎
内
に
裁
判
所
が
併
設
さ

れ
て
い
ま
す
。　

⑤
州
庁
舎
を
見
学
後
、
州
知
事

と
一
緒
に
記
念
撮
影
。 

⑥
チ
ー
ト
レ
イ
ク
と
い
う

町
に
て
。
３
軒
目
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
宅

は
、
大
自
然
の
中
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
。　

⑦
ア
パ
ラ

チ
ア
山
脈
の
山
間
を
走
る
機
関
車
に
乗
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い
ま
す
。

⑧
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
の
麓
の
町
エ
ル
キ
ン
ス
で
カ

ヤ
ッ
ク
に
挑
戦
。
こ
の
数
分
後
、
転
覆
…　

⑨
す

べ
て
の
訪
問
先
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
つ
た
な
い
英
語
で
大
山
崎
町
の
紹
介
も

し
て
き
ま
し
た
。　

⑩
ウ
エ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
大

学
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
動
画
ニ
ュ
ー
ス
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
広
報
紙
は
学
生
ス

タ
ッ
フ
が
発
行
し
て
い
ま
す
。　

⑪
ス
ペ
ン
サ
ー

と
い
う
町
で
は
、
地
元
の
新
聞
社
を
見
学
。
レ
イ

ア
ウ
ト
作
成
の
流
れ
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

⑫
テ
レ
ビ
局
を
見
学
中
、
生
放
送
中
の
ニ
ュ
ー

ス
番
組
に
一
瞬
だ
け
出
演
し
て
き
ま
し
た
。　

⑬

ク
ラ
ー
ク
ス
バ
ー
グ
市
で
の
お
別
れ
の
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
大
会
。
最
後
に
み
ん
な
で
記
念
撮
影
。

え
い
ご
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

気
軽
に
英
会
話
を
楽
し
も
う
！

　

店
長
を
務
め
る
の
は
ア
メ
リ
カ
人
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ

ス
ピ
ー
カ
ー
。
英
会
話
初
心
者
に
と
っ
て
は
、
英
会

話
を
学
び
始
め
る
キ
ッ
カ
ケ
に
、
英
会
話
学
習
中
の

方
に
と
っ
て
は
、英
会
話
学
習
の
場
と
し
て
。
店
長
・

副
店
長
と
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
、
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶

を
飲
み
な
が
ら
、
気
軽
に
英
会
話
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

と
き
＝
７
月
30
日
木
午
後
１
時
〜
５
時

と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
本
館
２
階
会
議
室

※
混
雑
時
に
は
時
間
制
限
を
設
け
ま
す

主
催
＝
町
、
大
山
崎
町
国
際
交
流
協
会

問
＝
総
務
課
秘
書
広
報
係

　
　

☎
９
５
６
─２
１
０
１
（
内
３
１
２
）

店長
ディビッド・ミラーさん
アメリカ合衆国・アリゾナ州
生まれ。京都福音自由教会で
英会話を教える。

副店長
平林 けい子さん

大山崎町国際交流協会主
催の「英語クラス（中級）」

で英会話を教える。

7/30

⑦

⑧

⑨

⑩

⑫

⑬

⑪
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長寿医療（後期高齢者医療）制度に関するお知らせ ▲ ▲ ▲

長
寿
医
療

長寿医療（後期高齢者医療）
制度に関する
お知らせ

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
今
年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。
８
月
１
日
以

降
の
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
町
か
ら
７
月

中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

色
＝
こ
れ
ま
で
の
ピ
ン
ク
色
か
ら
、
黄
色
に

変
更
さ
れ
ま
す
。

有
効
期
限
＝
平
成
22
年
７
月
31
日

　

医
療
機
関
窓
口
で
の
一
部
負
担
金
の
割
合

（
負
担
割
合
）
は
、
同
一
世
帯
内
の
被
保
険

者
の
平
成
21
年
度
住
民
税
課
税
所
得
を
基
に

判
定
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
表
①
に
お
い
て
負
担
割
合
が
３

割
と
な
る
方
で
、
平
成
20
年
中
の
収
入
額
が

表
②
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
場
合
、申
請（
基

準
収
入
額
適
用
申
請
）
す
る
こ
と
で
、
負
担

割
合
は
１
割
に
な
り
ま
す
。

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
申
請

を
す
る
こ
と
で
、
入
院
し
た
と
き
に
医
療
機

関
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
と
食
費
が
減

額
さ
れ
ま
す
。
入
院
中
ま
た
は
入
院
予
定
の

あ
る
方
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
代
理
申

請
も
可
能
で
す
。

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
で
、
８
月
１
日

以
降
も
引
き
続
き
交
付
要
件
に
該
当
す
る
方

に
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
に
同
封
し
て
新

し
い
認
定
証
を
送
付
し
ま
す
。

　
申
請
に
必
要
な
も
の

○
被
保
険
者
証

○
印
か
ん

○ （
代
理
の
方
が
申
請
す
る
場
合
は
）委
任
状

と
代
理
者
の
本
人
確
認
書
類

○（ 

入
院
期
間
が
90
日
を
超
え
て
い
る
場
合

は
）医
療
機
関
の
領
収
書
な
ど
、
入
院
期

間
を
証
明
す
る
も
の

被
保
険
者
証（
保
険
証
）を

一
斉
に
更
新
し
ま
す

入
院
時
の
食
費
な
ど
の

減
額
を
受
け
る
に
は
？

医
療
機
関
窓
口
で
の

負
担
割
合
は
？

住民税課税所得の状況 負担割合

課税所得
145万円以上

3割
（現役並み所得者）

課税所得
145万円未満

1割
（一般）

被保険者の人数 合計収入額

世帯内の被保険者が1人の場合 383万円未満

世帯内の被保険者が2人以上の場合 520万円未満

世帯内の被保険者が１人（収入が383万円
以上520万円未満）で、同一世帯に70歳～
74歳の方がいる場合

520万円未満

問＝町民健康課高齢者福祉・保険医療係（内121）　

表①

表②
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▲ ▲ ▲

長寿医療（後期高齢者医療）制度に関するお知らせ

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
納
付
）」
の
２
通
り

で
す
。

▼
特
別
徴
収

　

 

年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以
上
で
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
の

合
算
額
が
年
金
受
給
額
の
1
／
2
を
超
え

な
い
方
が
対
象
で
、
原
則
、
年
６
回
に
分

け
て
年
金
の
支
給
月
に
天
引
き
さ
れ
ま

す
。

※ 

申
し
出
る
こ
と
で
、「
特
別
徴
収
」か
ら「
普

通
徴
収
（
口
座
振
替
納
付
に
限
る
）」
に

変
更
可
能
で
す

▼
普
通
徴
収

　

 

特
別
徴
収
と
な
ら
な
い
方
が
対
象
で
、
今

年
７
月
か
ら
平
成
22
年
３
月
ま
で
の
９
回

に
分
け
て
、
町
か
ら
送
付
す
る
納
付
書
で

個
別
に
納
め
る
か
、
口
座
振
替
に
よ
り
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

納
め
る
手
間
が
か
か
ら
ず
、
納
め
忘
れ
の

心
配
も
な
い
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
手
続
き
は
、
口
座
振
替
を
希
望

す
る
町
指
定
の
金
融
機
関
窓
口
で
行
っ
て

く
だ
さ
い

　
注
意
！

○ 

年
度
途
中
で
、「
普
通
徴
収
」
か
ら
「
特

別
徴
収
」
に
変
更
に
な
る
場
合
や
、
逆
に

「
特
別
徴
収
」
か
ら
「
普
通
徴
収
」
に
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

○ 

「
普
通
徴
収
」
の
対
象
と
な
る
期
間
が
あ

る
も
の
の
口
座
振
替
の
手
続
き
を
し
て
い

な
い
方
に
は
、
当
該
期
間
の
納
付
書
を
ま

と
め
て
送
付
し
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
保
険
料
の
徴
収
の
猶
予
・
減
免

　

左
記
の
よ
う
な
事
情
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
申
請
す
る
こ
と
で
保
険
料

の
徴
収
猶
予
や
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○ 

災
害
に
よ
り
、
住
宅
・
家
財
な
ど
財
産
に

著
し
い
損
害
を
受
け
た

○ 

世
帯
主
の
死
亡
や
失
業
（
退
職
）
な
ど
で
、

著
し
く
所
得
が
減
少
し
た

○
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
…

▼ 

短
期
被
保
険
者
証
を
交
付

　

 

通
常
の
被
保
険
者
証
よ
り
も
有
効
期
限
が

短
い
短
期
被
保
険
者
証
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
被
保
険
者
資
格
証
明
書
を
交
付

　

 

保
険
料
を
１
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
特
別

の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
を
除

き
、
被
保
険
者
証
を
返
還
し
、「
被
保
険

者
資
格
証
明
書
」
で
医
療
機
関
に
か
か
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
医
療
費

の
負
担
が
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
に
な

り
ま
す
。

▼
保
険
給
付
の
制
限

　
 

保
険
料
を
１
年
６
カ
月
以
上
滞
納
す
る

と
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
を
除
き
、
保
険
給
付
が
一
時
差
し
止

め
ら
れ
、
そ
の
給
付
額
が
滞
納
さ
れ
て
い

る
保
険
料
に
充
て
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

▼
滞
納
処
分

　

 

滞
納
処
分
（
財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
）

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
に
つ
い
て

　
保
険
料
の
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

平
成
21
年
度
保
険
料
額
や
納
付
方
法
に
つ

い
て
の
通
知
書
な
ど
を
、
町
か
ら
７
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
。

※ 

今
年
６
月
１
日
以
降
に
制
度
に
加
入
し
た

方
に
は
、
８
月
以
降
に
順
次
送
付

　
年
間
保
険
料
額
の
算
定
方
法

　

平
成
20
年
度
・
21
年
度
の
年
間
保
険
料
額

の
算
定
方
法
は
左
式
の
と
お
り
で
す
。

※
年
間
保
険
料
の
上
限
額
は
50
万
円

※ 

所
得
の
低
い
方
や
、
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
方
に
は
軽
減
措
置
あ
り

※ 

年
度
途
中
で
加
入
し
た
方
に
つ
い
て
は
、

加
入
月
数
に
応
じ
て
月
割
で
算
定

　
保
険
料
の
納
付
方
法

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、「
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）」
と
「
普
通
徴
収
（
納

１
人
当
た
り
保
険
料
額
＝

被
保
険
者
均
等
割
額（
４
５
，
１
１
０
円
）

＋
１
人
当
た
り
所
得
割
額（
※
）

（
※
） １
人
当
た
り
所
得
割
額
…
被
保
険
者
本
人

の
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等（
旧
た
だ

し
書
き
所
得
）×
所
得
割
率（
８
．
２
９
％
）
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講座メニューを更新

講座メニュー
町政のしくみ

福祉・健康

くらし・環境

教育・生涯学習・文化

まちづくり

消防・防災

経済・産業

大山崎町出前講座をご利用ください
問・申込＝総務課自治政策係
☎956-2101（内315）　

開
催
日
時
＝
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
９

時
の
間
の
２
時
間
以
内

開
催
場
所
＝
申
込
者
が
主
催
す
る
集
会

な
ど
の
開
催
場
所
（
町
内
に
限
る
）

対
象
＝
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
10

人
以
上
の
団
体

申
込
方
法
＝
希
望
日
の
14
日
前
ま
で
に

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
の
団
体
が
主
催
す
る
集
会
な
ど
に
町
職
員
が
講
師
と
し
て
出

向
き
、
講
座
メ
ニ
ュ
ー
に
沿
っ
た
町
政
の
説
明
や
講
習
な
ど
を
行

い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
講
座
メ
ニ
ュ
ー
を
平
成
21
年
度
版
に
更
新
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町政のしくみ
講座名 主な内容

議会のしくみ　 議会運営、議員活動、請願、陳情の取り扱い

行財政改革について 行財政改革についての内容

情報公開と個人情報保護について 情報公開と個人情報保護についての内容

協働について 協働についての内容

バリアフリーについて バリアフリーに関する取り組みについて

選挙について ①選挙のしくみについて ②過去の選挙の状況について

監査のしくみ 監査委員制度の概要、役割、職務内容、結果の公表などについて

予算のしくみと財政の状況 町予算のしくみと町財政の現状と課題

町税の種類としくみ 町税収入について（種類と概要）

戸籍・住民票 戸籍制度・住民基本台帳について

町の会計 公金の保管、資金運用の現状など会計事務について

講座名 主な内容

高齢者医療制度の概要 ①後期高齢者医療制度 ②介護保険制度 ③国民健康保険制度

福祉制度の概要 ①障害者福祉 ②福祉制度

母と子どもの健康づくり

①すこやかプラン21大山崎　②子どもの事故防止　③子どもの歯科保健　④ストレスと
上手に付き合う方法　⑤献血、骨髄バンクのはなし　⑥食育について　⑦ノロウィルス、
インフルエンザなどの予防　⑧突然倒れないために －生活習慣病予防－　⑨メタボリッ
クシンドロームと予防　⑩介護予防 －若返り体操、認知症予防など－　⑪子どもの発達
と健康　⑫子どもの病気と予防接種　⑬子どもの食生活、生活リズム　⑭大人の検診に
ついて　⑮大人の栄養について　⑯次世代育成支援地域行動計画　⑰保育所入所につい
て　⑱母子家庭の福祉　⑲子どもの福祉施策について　⑳子育て支援

講座名 主な内容

循環型社会の構築 ゴミの分別・リサイクル

水道事業の概要と財政状況などについて 水道事業の概要と財政状況など

下水道事業の概要と財政状況などについて 下水道事業の概要と財政状況など

講座名 主な内容

大山崎町の学校教育 学校教育の取り組みについて

生涯学習のすすめ 生涯学習の考え方、事業の具体的な内容

町内の文化財 町内に所在する文化財や史跡について

講座名 主な内容

まちづくりと都市計画 まちづくり（道路・公園事業）と都市計画について

講座名 主な内容

災害に備えて ①災害時の避難場所、自主防災組織について　②町の災害対策と家庭・地域での取り組みについて

講座名 主な内容

天王山と森林整備 天王山森林整備事業

※上記メニュー以外にも、希望があれば相談に応じます。申込書は役場３階総務課（32番窓口）に置いています
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昨年度の会場のようす。お茶席も
多くのお客さんで賑わいました

（左）昨年度の灯りアート出品作品の１つ。さまざまな光が会場を優しく照らしていました　（右）オー
ボエ、トロンボーン、コントラバスの美しいハーモニーで会場を酔わせた昨年度出演の学生演奏者たち

応
募
＝
〒
６
１
８
─８
５
０
１
（
住
所
不
要
）　

大
山
崎
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
芸
術
係

問
＝
生
涯
学
習
課
文
化
芸
術
係

☎
9
5
6
─2
1
0
1
（
内
2
2
5
）

第
20
回
　
仲
秋
の
名
月
鑑
賞
会

学
生
演
奏
者
と
小
さ
な
灯あ

か

り
作
品
を
募
集

天王山麓の閑静な住宅地の中にある会場。
借景には天王山の豊かな緑。
風情あふれるイベントに
出演者、出品者として参加してみませんか？

第20回 仲秋の名月鑑賞会
とき＝９月26日土　17：00 ～ 20：00
ところ＝山崎光の郷
　　　　（字大山崎小字横山10　㈱ダイケングループ）
内容
○ワールドミュージックコンサート
　（出演：男性ヴォーカルチーム「UNLIMITED TONE」）
○能舞台ミニコンサート
○お茶席
○灯り作品の野外展示
※入場無料、申込不要
主催＝町教育委員会、大山崎町文化協会

　

鑑
賞
会
の
冒
頭
に
、
会
場
で
演
奏
す

る
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
対
象
＝
現
役
の
専
門
学
校
生
・
大

学
生
・
大
学
院
生
の
個
人
ま
た
は
グ
ル

ー
プ
。
ジ
ャ
ン
ル
不
問
。
生
演
奏
に
限

る
。

※
音
響
設
備
が
不
要
で
あ
る
こ
と

募
集
数
＝
２
組

演
奏
時
間
＝
１
組
15
分
〜
20
分

謝
礼
＝
１
組
１
万
円
（
税
込
）

応
募
方
法
＝
７
月
24
日
金
（
必
着
）
ま

で
に
、

① 

演
奏
を
15
分
程
度
（
２
〜
３
曲
）
に

編
集
し
た
Ｃ
Ｄ

② 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
履
歴
、
連
絡
先
を

Ａ
４
用
紙
１
枚
に
ま
と
め
た
も
の

③ 

演
奏
者
全
員
の
写
っ
た
写
真

　

を
、
郵
送
で
左
記
ま
で
。

※
資
料
は
返
却
で
き
ま
せ
ん

　

夕
暮
れ
か
ら
夜
に
か
け
て
の
会
場
を

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
灯
り
ア
ー
ト
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品
＝
会
場
の
屋
外
に
展
示
す
る

灯
り
作
品
。
野
外
展
示
が
可
能
で
、
作

者
が
１
人
で
持
ち
運
び
可
能
な
サ
イ
ズ

の
も
の
。
電
源
を
使
わ
な
い
も
の
に
限

る
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
主
催
者
が
選
定

作
品
搬
入
＝
午
後
４
時
30
分
ま
で

作
品
搬
出
＝
午
後
８
時
20
分
〜
９
時

応
募
方
法
＝
８
月
21
日
金
（
必
着
）
ま

で
に
、

① 

規
定
の
応
募
用
紙
（
役
場
２
階
生
涯

学
習
課
に
置
い
て
い
ま
す
）

② 

絵
コ
ン
テ
や
写
真
な
ど
、
作
品
の
概

要
が
分
か
る
も
の

　

を
、
郵
送
で
左
記
ま
で
。

※
資
料
は
返
却
で
き
ま
せ
ん

あ
な
た
の
奏
で
る
音
楽
が

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る

あ
な
た
の
作
っ
た
灯
り
が

会
場
を
優
し
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ


